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本庄高等学校創立百周年に向けて

歴史 と伝統ある母校 ・本庄高等学校が

2022年に創立百周年を迎えます。

百周年を記念 して奨学金制度の充実や校

内の施設の充実を図 り、会長 として未来永

劫、母校の発展 と同窓会の発展に寄与 して

いきたいと思います。

百周年記念式典や記念誌、記念品などに

必要な資金調達をしたいと思います。同窓

生の協力で、それらを賄 う資金を調達 した

いと思うのです。

自画自賛で申し訳ありませんが、同窓会

役員は貴重な時間を割いて、生徒の自学自

習時間の見守 りや、同窓会の運営に対し、

真剣に考え、行動 していることをまずもっ

て申し上げます。

①私の年度から、同窓会の広報紙を全会
員に送付しております。広報紙を全員

に配布 と簡単に思いますが、一回につ

き300万 円以上の経費が掛かります。

この費用は終身会費や広告の提供によ

り不足部分を賄う努力もしています。

②奨学金制度も創設しました。この資金

も10人 に 10万 円、毎年 100万 円

かかります。生徒の将来のため、海外

研修や勉学の向上のための一部資金を

提供しているところです。
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さらに生徒の部活動

に対する助成金、卒業

記念品などなど。諸々

のものがかかります。

決して、多額の助成を

するわけではありませ

んし、同窓会の運営も

節約に節約をして運営

しております。総会の

席上、「広報紙をイン

第9代 同窓会長

狩野 輝 昭
(高18回卒)

ターネットで行えば良い」との声もありまし

た。我々はすでにHPは ネットワークで行っ

ておりますし、連絡事項もネットで行って

います。すでに切 り詰められるだけ切 り詰

めております。それでも大変厳 しい状態は

継続 しています。これが続きますと本庄高

校同窓会はますます厳しい状況になります。

同窓会員としても歴史と伝統ある母校が

衰退することを望んでいるとは思えません。

そのためにも、終身会費はもとより、奨学

金の一部や、記念事業の一部を協賛金 とし

て今後とも積極的にご協力を願うところです。

同窓会の運営や百周年の運営に関し、積

極的に労力 とアイディア、皆様のご厚情を

切にお願い申し上げ、会長の挨拶 とさせて

いただきます。
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東京オリンピックの2年 後 2022年

母松 本圧高校創立百周年に向け

記念事業実行委員会を組織

【写
真
】
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３９
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』
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）
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狩
野
輝
昭
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長

我
ら
が
母
校
で
あ
る
本
庄
高
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は
、
２
０
２
２
年
に
創

立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
同
窓
会
で
は
、
こ
の
記
念
す
べ

き
百
周
年
に
向
け
て
、
「創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
」
を
組
織
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
は
、
実
行
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員
長
に
狩
野
輝
昭
同
窓
会
長
、
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副
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小
林
康
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Ａ
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長
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図
師
喜
恵
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、
森
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ま
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た
。

埼
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立
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庄
高
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学
校

は
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大
正
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８
日
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埼

玉
県
立
本
庄
中
学
と
し
て
開
校

し
ま
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昭
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２
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４
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は
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窓
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。
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４
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新
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立
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校

へ
移

行
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９
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日
に
定
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課
程
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２５
年
７
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に

本
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女
子
高
等
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、

平
成
２５
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４
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日
に
は
県
立

本
庄
北
高
等
学
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を
統
合
し
、

現
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の
本
庄
高
等
学
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に
至
り
、

２
０
２
２
年
に
創
立
百
周
年
を
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え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
０
２
２
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と
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う
と
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ま

だ
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こ
と
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で
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が
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事
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を
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い
く
の
は

実
質
３
年
と
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で
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。
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に
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置
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に
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記
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備
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記
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誌
編
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事
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推
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、
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を
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し
ま
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本
年
度
は
Ｈ
月
２２
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を
応
募
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の
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案
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切
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と
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、
１２
月
１５
日
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会
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窓
会
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４
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学
校
側
か
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長
以
下
４
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学
識
経
験
者
４

名
）
に
よ
る
審
査
で
選
考
さ
れ
、

生
徒
に
適
知
さ
れ
ま
す
。

奨
学
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は
、
選
考
さ
れ
た
奨

学
生
１０
名
に
１２
月
２。
日
ま
で
に

日
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に
振
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込
む
予
定
。

在
校
生
徒
に
は
、
学
校
を
通

じ
て
同
窓
会
報
と

一
緒
に
募
集

案
内
、
奨
学
金
申
請
書
を
配
布

し
ま
す
。

奨
学
金
の
給
付
を
希
寧
す
る

生
徒
は
、
奨
学
会
中
請
書
そ
の

他
の
必
要
書
類
を
添
え
て
郵
送

ま
た
は
学
校

（全
日
制
教
頭
、

定
時
制
教
頭
）
を
通
し
て
同
窓

会
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

内野歯科医院
同窓会顧問 内 野 昭 八 郎 (高4回 卒)

〒 367-0017 本 庄市傍示堂518

TEL 0495-22-2817

春山眼科医院
継 謎 鏑 春 山  茂 之 備 7回 卒)

〒 367-0042 本 庄市けや木 ]-5-5

TEL 0495-21-2160

クリエック版電子カルテ

争 携 カリ塀 ね 鍋
2015年購入医師による評価日本一 !

0:田ギ VL■yフトコェァ

医療システム開発、通信システム開発 ・検証

代表取締役 会長 狩 賓作 り暉
1日層  (高 18回卒)

〒367-0044 埼玉県本庄市見福三T目 11番10号

TEL:0495-22-0001       FAX:0495-24-3380

外科 ・消化器内科 ・肛門外科
経鼻内視鏡 ・大腸内視鏡

医療法人 関 根外科医院

はにぽんクリエック
同窓会顧間 関 根  貢 偏 5回卒)

〒 367-0021 本 庄市東台4-8-25

TEL 0495-22-3596
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活躍する同窓生

本高在学中に抱いた 「想い」が、いま信念に

深谷市長 /J 島ヽ 進 さん (高31回卒)

プロフィール

高 31回 卒。深谷市生まれ。

平成 7年 5月 深谷市議会議員に当

選。市議会福祉文教委員長や市議会

議長 (深谷市議会史上最年少)等 を

務める。

市議会議員を平成 19年 1月 に退任

し、平成 19年 4月 埼玉県議会議員

に当選。平成 21年 12月 に県議会

議員を退任し、平成 22年 2月 深谷

市長に就任。平成 30年 2月 から現

在就任 3期 目。

2013年 5月 「深

谷市長 コジマが進む」

を株式会社埼玉新聞

社から発干町

私の高校時代は、一日一日を楽し

むことに全力を注ま 夢中で駆け抜

けた3年 間でした。自由な校風の中

で同窓の友や諸先輩方との絆を育

み、様々な経験を重ねました。振り

返れば、こうした中で 「深谷をおもし

ろくしたい」、「周りの人を笑顔にした

い」 という「想い」が芽生え始めた

と思います。

高校卒業後は、商人を経て大好き

な深谷に対する「想い」を胸に政治

の道へ進み、深谷市議会議員、埼

玉県議会議員、そして深谷市長とし

て市政を担っていま曳

在学中に抱いた「想い」は確固と

した信念となり、今の私の原動力と

なっています。

現在、

私は、そ

の 「想い」

を実現す

るための一つとして、 2020年 度開

業に向けてアウトレットモールを核と

した観光型集客施設を整備する「花

園インターチェンジ拠点整備プロジ

ェクト」を推進していま曳 開業すれ

ば深谷市をはじめ大里 ・児玉地域全

体の発展に大きく寄与するものと期

待していま坑

今後も、同窓の皆様のお力添えを

いただきながら、 20年 、 30年 先

のまちづくりを意識し、大好きな深

谷のために市政に全力を尽くしてい

きます。

来年4月 の 「本庄♪第九演奏会」に向け奔走中
「本庄第九を歌う会」副実行委員長 中山由紀子 さん (高25回卒)

振 り返ってみ

ると、これまで

の私の人生は音

楽という世界に

彩られた時間で

した。幼稚園からピアノに親 しみ、

中学時代は合唱部 (一応部長で し

た)。本庄高校時代は吹奏楽部。

当時の合宿は合宿棟などありませ

んでしたので、空き教室の机の上に

布団を敷き、友と一晩中語らいなが

ら寝たことが今では本高時代

の青春の想い出となっていま

す。そして、大学では音楽科

を専攻し、またピアノの世界

に。第九にのめり込むきっか

けになったのは、20年 くら

い前の江原先生(高4回 卒)の
一言。「本庄で第九をや りた

本庄♪第九演奏会 2016年 5月 1日
於 本 庄市民文化会館

いね」。その後10年くらい前から(元

本庄南中学校音楽教諭)Jヽ浦方美知

枝さんと「第九やりたいね―」と。「や

ろう 11」 と思い立たせてくれたの

は周囲の方の多 くの応援が私達の背

中を強 く押してくれたこと。一昨年

5月 に念願の 「本庄 ♪第九演奏会」

をオーケストラ72名 、合唱 144名

の舞台に乗 り切れないほどの人が出

演して本庄市民文化会館で実現する

ことができました。

今は、来年 4月 28日 の 3年 ぶ り

第 2回 目の開催に奔走 している毎日

です。
「本庄に第九を根付かせたい !」。

私の生涯の目標であり、夢です。

プロフィール

高 25回 卒。本庄市生まれ。

日本大学芸術学部音楽科卒。

本庄市児玉郡合唱連盟副理事長

(事務局)。「本庄第九を歌う会」

副実行委員長。本庄高等寧校同

窓会本部役員(会計)。映画「たっ

た一度の歌」アソシエイ トプロ

ァューサー

【所属】
V O C E・ S O N A R E

コーラスさくら

創業 55年  日 本そば 寿 司 和 食

麺海鮮処 かぶとや
本庄市千代田2-6-18 TEL0495-22-4094

同窓会新年懇親会 (1月26日 )出演rゴ

ビッグバンドSeptember Moorじ
代表 木村 喜 範 (高22回卒)

(高22回 卒)

犬 伏 山

清 寺
儀絵 顧轡 塩 原  宥 暁 備 5回卒)

〒367-0031 本 庄市北堀1527

TEL 0495-22-3761
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第73回  入 学式

窒
慰
圏
町
覇

抵

慶

型

験

こ
際

静

・掛

捧

４

月９
日

（月
）
第
７３
回
入
学
式

を
挙
行
、
本
年
度
は
３
２
７
名

の
新
入
生

の
入
学
が
許
可
さ

れ
、
全
日
制
は
９
８
１
名
の
生

徒
で
平
成
３０
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。

校
長
式
辞
で
は
、
本
庄
高
校

で
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん

で
ほ
し
い
と
あ
り
、
新
入
生
代

表
の
こ
と
ば
に
続
い
て
同
窓
会

会
長
狩
野
輝
昭
様
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

連峯雲にか やゞくところ

ロ
ッ
ク
対
抗
で
競
い
合
い
、
企

画
か
ら
進
行

・
運
営
全
般
は
、

生
徒
会
が
担
当
し
、
△
蚕
場
準
備
・

用
具

・
決
勝

・
記
録
な
ど
は
運

動
部
の
生
徒
が
担
当
し
ま
し
た
。

Ｈ
日

（月
）
国
際

ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
青
少
年
交
換
プ

ロ
グ

ラ
ム
で

一
年
間
本
校
で
学
ん
だ

留
学
生
二
人
の
お
別
れ
の
挨
拶

会
が
行
わ
れ
、
二
人
か
ら
日
本

語
で
こ
の

一
年
間
の
思
い
出
な

ど
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
６
月
下
旬
に
二
人
は
帰
国

し
ま
し
た
。

７
月‐７
日

（火
）
・
１８
日

（水
）

晴
天
の
中
、
球
技
大
会
が
２
日

間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
生
徒
は
全
力
で
取
り

組
み
ま
し
た
。

２。
日

（金
）

一
学
期
終
業
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
長
講
話

で
は
「
シ
ン
ギ

ュ
ラ
リ
テ
ィ
（技

術
的
特
異
点
と

の
話
と
夏
休

み
を
計
画
的
に
過
ご
し
、
主
体

性
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

終
業
式
後
に
は
、
生
徒
脂
専
部

は
、
団
体
３
位
で
県
代
表
と
な

り
、
８
月
１１
日
～
１２
日
に
千
葉

県
で
開
催
さ
れ
た
関
東
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

２４
日

（金
）
埼
玉
県
高
校

マ

ー
チ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
、
吹
奏
楽
部
が
銀
賞
を
獲
得

し
、
１０
月
７
日
に
越
谷
で
開
催

さ
れ
る
西
関
東
大
会

へ
の
出
場

が
決
ま
り
ま
し
た
。

２６
日

（日
）
～
２８
日

（火
）

ま
で
、
特
進
ク
ラ
ス

一
年
生

・

二
年
生
全
員
と
三
年
生
の
希
望

者
計
９６
名
が
参
加
し
特
進
合
宿

が
国
立
女
性
教
育
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
「授
業
」
「ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
実
習
」
な
ど
充
実
し
た

三
日
間
を
仲
間
と
共
に
過
ご
し

ま
し
た
。

９

月３
日

（月
）
第
二
学
期
始
業

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
長
先

生
か
ら

「高
大
接
続
改
革
」
は

新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る
力

を
身
に
付
け
る
た
め
の
改
革
で

あ
る
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

始
業
式
後
に
は
、
軽
音
楽
部

と
吹
奏
楽
部
の
表
彰
が
あ
り
、

女
子
硬
式
テ
エ
ス
部
の
壮
行
会

で
は
同
窓
会
か
ら
激
励
費
の
贈

呈
が
あ
り
ま
し
た
。

７
日

（金
）
～
８
日

（土
）

第
６９
回
柏
樹
察
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は

「永

遠
」
。

ス
ロ
ー
ガ

ン
は

「
Ｒ
Ｏ

Ｃ
ｋ
に
弾
け
ろ
―
コ
コ
ロ
に
刻

め
―
柏
樹
察
―
」
で
し
た
。
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
企
画
で
は
、
縁
日

・

お
化
け
屋
敷

。
物
品
販
売
な
ど

工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
展
示
・

実
験

・
発
表
や
中
庭
ダ

ン
ス
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
Ｐ
Ｔ

Ａ
バ
ザ
ー
・
は
、
同
窓
会
の
協

題
劉
翌
瓢
額
観

進
路
指
導
主
事

Ｌ
Ｅ
Ｆ
」
＆
ぽ
隆
Ｆ
＆
Ｆ
長
拝

一
　

近
況

９
月
に
な
り
、
い
よ
い
よ
本

格
的
に
受
験
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
頑

張
っ
て
い
た
部
活
動
も
引
退
し
、

こ
の
夏
休
み
は
勉
強
、
勉
強
の

毎
日
。
そ
ん
な
生
徒
が
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
少
し
で
本
番
で
す
。
し
っ

か
り
と
計
画
を
立
て
、
努
力
し
、

悔
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

先
ず
は
、
二
学
期
の
進
路
行

事
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
三
年
次
で
す
が
、
指

定
校
推
薦
の
申
込
が
９
月
１３
日

に
締
め
切
ら
れ
、
選
考
会
議
が

９
月
１９
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
次
の
選
考
会
議
も
９
月
２８
日

に
行
わ
れ
る
予
定
で
、
合
計

一

〇
〇
名
程
の
生
徒
が
指
定
校
推

等
Ｇ
出
頂
”
全
二
上
こ
よ
り
業

生徒会が企画、進行、運営を担当「体育祭」

特進合宿

過去 5年 間の進路推移

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

現役 浪人 現役 浪人 現役 浪人 現役 浪 人 現役 浪人

国公立4年 制大学 1 1 l

私立4年 制大学 200 210

回公立短期大学 0 1 0

私立短期大学 ] 9

専修 ・専門学校 1

公務員 ・就職 0 1 6 l l

卒業者数
(浪人は決定者)

317 317 322 1 1 328

4年制大学進学者 209 216 208 230

4年制大学進学率 60.3% 65。9% 67.1% 68.4% 70.1%

浪人他

浪人率 10.1% 8.2% 9.3% 7.6% 6.2%

】
一　
共
通
テ
ス
ト

今
の

一
年
次
生
の
受
験
か
ら

セ
ン
タ
ー
試
験
に
変
わ
り
、
共

通
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

国
語
や
数
学
に
記
述
式
が
導
入

さ
れ
、
英
語
は
外
部
検
定
が
導

入
さ
れ
ま
す
。
将
来
、
英
語
は

外
部
検
定
の
み
の
形
式
に
な
る

予
定
で
す
。
表
現
す
る
力

・
説

明
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
準

南
壬
し
て
次
う
お
」
ヨ

ぬ
其
ガ
。

越
嶽
圏
略
翌

登
踊

醒

醸

麟

田

隆

麟

本
校
定
時
制
は
、
本
庄

・
深

谷
地
域
に
お
け
る
唯

一
の
夜
間

定
時
制
高
校
で
す
。
現
在
は
１０

代
か
ら
６。
代
ま
で
、
７３
名
の
生

徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

生
徒
の
約
６
割
が
正
社
員
や

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
何
ら
か
の
形

態
で
就
労
し
て
い
ま
す
。
昼
間

働
き
な
が
ら
夜
勉
強
す
る
生
活
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２７
日

（金
）
新
入
生
歓
迎

ハ

イ
キ
ン
グ
が
、
「新
し
い
ク
ラ

ス
に
適
応
し
、
親
陸
を
深
め
る

こ
と
」
を
目
的
に
大
久
保
山
、

本
庄
総
合
公
園
を
経
由
し
て
学

校
に
戻
る
行
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

５
月１０
日

（木
）
柔
道
部
関
東
大

会
出
場
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
窓
会
長
様
か
ら
激
励

の
言
葉
と
激
励
金
の
贈
呈
が
あ

り
ま
し
た
。
関
東
大
会

へ
は
６２

年
ぶ
り
の
出
場
で
し
た
。

６

月１
日

（金
）
好
天
の
中
、
体

育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

学
年
を
８
つ
の
色
に
分
け
て
ブ

長

の
話
及
び
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

同
窓
会
か
ら

海
外
研
修
支
援
金
を
贈
塁

２７
日
（金
）
～
８
月
６
日
（月
）

ま
で
、
‐５
名
の
生
徒
が
本
校
の

姉
妹
校
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア

・
メ
ル
ボ
ル
ン
に
あ
る
エ
ッ

セ

ン
ド

ン

・
キ

ー

ロ
ー

・
カ

レ

ッ
ジ
で
語
学

・
国
際
交
流
な
ど

の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

研
修
に
は
、
同
窓
会
か
ら
各
生

徒
に
研
修
支
援
金
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

８

月７
日

（火
）
～
９
日

（木
）

埼
玉
県
公
立
高
校
テ
エ
ス
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
庄
高
校

力
を
得
て
、
盛
況
で
し
た
。

１０
日

（月
）
文
化
祭
の
片
付

け

。
清
掃
の
後
、
文
化
察
の
各

部
門

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
表
彰
式
後
に
は
、
吹
奏
楽

部
西
関
東
大
会
出
場
の
壮
行
会

が
行
わ
れ
、
同
窓
会
か
ら
激
励

金
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

す
。
実
際
の
推
薦
入
試
の
出
願

は
Ｈ
月
以
降
で
現
在
、
生
徒
は

願
書
や
志
願
理
由
書
作
成
指

導

・
面
接
指
導
等
で
慌
た
だ
し

く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
残
り

２
回
と
な
っ
た
セ
ン
タ
ー
試
験

の
出
願
指
導
も
始
ま
り
ま
し
た
。

例
年

一
七
〇
名
程
度
の
生
徒
が

出
願
し
、
国
公
私
立
の
試
験
に

挑

み
ま
す
。　
一
、
二
年
次

は
、

実
カ
テ
ス
ト
、
大
学
教
授
等
に

よ
る
模
擬
授
業
、
大
学
の
現
地

見
学
会
等
の
行
事
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
進
路
指
導
部
と
し

て
も
、
そ
の
行
事
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
っ
か
り
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

生
徒
に
は
、
入
試
に
果
敢
に

挑
み
、
自
身
の
将
来
を
切
り
開

い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

各
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

予
告
と
い
う
形
で
概
要
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
そ

ち
ら
を
確
認
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

言
一　
入
試
に
関
わ
る
諸
課
題

先
ず
は
、
定
員
厳
格
化
の
間

題
で
す
。
数
年
前
か
ら
、
大
学

入
学
者
数
を
定
員
に
近
づ
け
る

た
め
改
正
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
学
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が

現
在
、
大
学
の
入
学
者
数
は
定

員
の
１
・
１
倍
ま
で
に
抑
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年

度
は
こ
れ
を
定
員
の
１
・
０
倍

と
す
る
と
い
う
改
正
が
そ
れ
で

す

（先
頃
、
こ
の
ル
ー
ル
の
適

用
を
３
年
間
先
送
り
す
る
と
の

報
道
が
あ
り
ま
し
た
）
。
結
果

と
し
て
、
都
市
部
の
国
公
私
立

の
倍
率
が
上
が
り
、
地
方
の
大

学
が
、
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て

い
る
と
い
う

の
が
実
情
で
す
。

教
育
水
準
も
高
く
、
環
境
も
良

い
の
に
地
理
的
条
件
か
ら
倍
率

が
低
く
出
て
い
る
大
学
も
あ
り

ま
す
。
し
っ
か
り
調
べ
対
策
を

立
て
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

次
に
、
少
子
化
の
流
れ
の
中

で
、
大
学
入
学
希
望
者
と
、
入

学
定
員
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
問
題

で
す
。
つ
ま
り
、
ど
こ
で
も
良

い
な
ら
大
学
生
に
な
れ
る
時
代

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
大
学
選
び
が

以
前
に
も
増
し
て
重
要
に
な
り

ま
す
。
不
本
意
入
学
し
、
結
果

と
し
て
退
学
す
る
と
い
う
事
例

が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
大

学
も
こ
の
事
態
を
憂
慮
し
て
い

て
、
説
明
会
等
で
こ
の
種
の
間

題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
し
て
欲

し
い
と
話
を
し
て
い
ま
す
。

は
、
大
変
で
す
が
、
生
徒
た
ち

は
卒
業
と
い
う
目
標
に
向
か
っ

て
、
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
な

が
ら
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
１１
月
の
遠
足
で
は
、
工

場
見
学
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し

ま
し
た
。
普
段
、
忙
し
く
過
ご

し
て
い
る
生
徒
達
に
と

っ
て
、

仲
間
と
ゆ
っ
く
り
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
、
皆
楽
し
そ
う

で
し
た
。
仲
間
と
過
ご
す
学
校

生
活
は
楽
し
み
で
も
あ
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
７
割
の
生
徒
が

「学
校
生
活
は
楽
し
い
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

‐２
月
に
は
、
定
時
制
の
生
徒

１
名
が
、
同
窓
会
の
奨
学
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卒
業
後
の
進
路
は
、
２５
名
の

卒
業
生
の
う
ち
進
学
が
１
名
、

浪
人
が
１
名
、
就
職
が
１７
名
、

家
事
が
２
名
、
未
定
が
４
名
で

す
。引
き
続
き
定
時
制

へ
の
ご
支

援

・
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平

成

の

終

わ

り

校
長
　
森

一
夫

日
頃
よ
り
、
同
窓
会
の
皆

様
方
に
は
、
本
校
教
育
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
最
後
の
夏
は
、
関
東

地
方
の
際
立

っ
て
早
い
梅
雨

明
け
に
始
ま
り
、
例
年
に
な

い
猛
暑
と
厳
し
い
残
暑
、
そ

し
て
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し

今
な
お
爪
痕
を
残
す
西
日
本
を

中
心
と
し
た
豪
雨
、
台
風
の
迷

走
な
ど
、
想
定
外
の
自
然
の
猛

威
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
さ
て
、
１
９
９
０
年
代
か
ら

本
格
化
し
た
Ｉ
Ｔ
革
命
に
よ

り
、
誰
も
が
知
識
や
情
報
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
さ

ら
に
Ａ
Ｉ
が
進
化
し
、
ま
だ
見

た
こ
と
の
な
い
新
た
な
職
業
も

創
出
さ
れ
る
時
代
が
来
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

変
化
の
時
代
を
生
き
て
い
く
今

の
生
徒
た
ち
は
、
も
は
や

「知

識
偏
重
型
」
の
教
育
で
は
対
応

子ど
■
１
茸
毒
本，生
好
一■
紅
凌
露

す
」

で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
激
動
の
時
代
に

お
い
て
は

「想
定
外
」
は
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
起
こ
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
を
乗
り
越
え
る

に
は
、
何
が
必
要
と
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
今
後
、
技
術
が
さ

ら
に
進
化
す
れ
ば
、
問
題
の
発

見
や
設
定
を
人
間
が
行
い
、
解

答
は
Ａ
Ｉ
に
任
せ
る
時
代
が

や
っ
て
き
ま
す
。

ポ
ス
ト
平
成
時
代
の

『新
し
い
形
の
力
』

そ
の
と
き
、
届
小定
外
」
に

踏
み
込
ん
で
自
ら
問
題
を
発
見

す
る
力
こ
そ
が
ポ
ス
ト
平
成
時

代
に
求
め
ら
れ
る

『新
し
い
形

の
力
』
で
す
。

そ
の
カ
ギ
と
な
る
の
が
、
い

わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ラ
ー

エ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
教
育
で

す
。
基
礎
学
力
を
お
ろ
そ
か

に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

を
い
か
に
活
用
す
る
か
。
「知

識
」
を

「知
恵
」
に
す
る
方

法
を
ど
の
よ
う
に
授
業
の
中

に
取
り
込
ん
で
い
く
の
か
、

地
味
な
取
り
組
み
で
す
が
、

こ
れ
こ
そ
し
っ
か
り
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
は
、
今
年
度
、
私
が

第
２
学
期
始
業
式
で
生
徒
に

話
し
た
内
容
で
す
。

現
在
、
本
庄
高
校
で
は
、

グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
重

点
を
置
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
ポ
ス
ト
平
成
時
代
を

見
据
え
た
変
化
の
時
代
に
対

応
で
き
る
教
育
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

第69回 柏樹祭

仲間と楽ししヽ時間を過ごした工場見学
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道に 我

平成 30年 5月 7日 (火)は 、本庄高

校柔道部にとって特別な日となりました。

関東大会埼玉県予選において、 1回 戦か

ら3回 戦 と勝ち上が り、準々決勝では東

部地区 1位 の春日部工業高校を破 り、埼
玉県ベス ト4入 りを果たしました。選手
の気持ちが一つになったチームヮークの

勝呑Jでした。

準決勝では、優勝 した埼玉栄高校には

力及びませんでしたが、本庄高校柔道部
62年 ぶり4回 目の関東大会出場権を獲得

することができました。

念願の第 66回 関東高校柔道大会は、

東京武道館で行われました。 1回 戦は佐

野日大高校 (栃木県)と 対戦。自分達が

取 り組んで来た事を信 じ、強い気持ちで

戦った結果、全員が勝ち 5対 0で 勝利。
続 く2回 戦は東京都の優勝校で何度も全

国優勝を成 し遂げている国士舘高校 と対

戦。選手は怯まず向かっていき挑戦 しま

したが、力及ばず 0対 4で 敗れました。
しかし、その戦いぶりは堂々としており、
62年 ぶ りとなる晴れの舞台で本庄高校
柔道部の気概を関東に示すことができま
した。

これまで同窓会並びに同窓生、諸先輩
方から多大なご支援をいただいてまいり
ました。この場をお借 りして感謝 ととも
にお礼申し上げます。

応援していただいているすべての皆様に

感謝 し、これからも部員一同、高い目標
に向かって挑戦 してまいりますので、今

後 とも本庄高校柔道部へのご支援の程、
よろしくお願い申し上げます。

受調の
女子硬式チエス部
関東公立高校テエス大会
2年連続出場

8月 7日 (火)9日 (木)の
2日 間にわたって開催された埼
玉県公立高校テエス大会、初 日

は順調にベス ト8に 残ることが

でき、関東大会を賭けた 2日 目
の初戦、南部地区の強豪第 5シ
ー ドの川口北高校 と対戦。シン

グルスをいきなり2本 取 られ 0

勝 2敗 と後がな くな りますが、
そこから本庄高校は驚異の粘 り

で、続 くダブルス 1、 2と もに

大逆転、シングルスも接戦を制
し、参加 57校 中埼玉県 3位 で

関東大会の出場を決めました。
8月 12日 (日)、13日 (月)
に千葉県白子町で行われた 「関

東公立高校テエス大会」では、

結果 16位でしたが順位リーグは

どの対戦 も結抗 し、本高選手も
「自分達でも関東で十分戦える」
と自信がついたようです。

日頃よりご支援をいただいて
いる同窓会の皆様、本校職員の

方々、生徒諸君に感謝の気持ち

を忘れず、秋の大会シーズンも
一
層精進したいと思います。

本庄高校女子硬

式テエス部では、
HPの 日誌もこま

めに更新しており

ます。

活動の様子がよ
いますので、そち

ください。

所得税 法人税 相続税 消費税等 申告代理 相談

小暮隆史税理士事務所

税理士 J 1ヽ馨軍 隆 !巽耳高17回卒)
〒 366-0001 深 谷市中瀬 ]12

TEL 048-587-2416 FAX 048-587-2254

ン

くわかると思

らも是非ご覧

現在、吹奏楽部では 1年生 11名 、
2年 生 14名 、合計 25名 で 「響け

本高サウンド 心 を一つにぬくもり
のある演奏を」をモットーに日々活

動しております。

吹奏楽の世界では、25名 という

人数は決して多い人数ではありません。
しかも全員が吹奏楽経験者ではな

く、中学校時代運動部であった生徒

も沢山おります。そのため、楽器の

技術は決して高 くはありません。し

かし、だからこそできることもある

と考え方を改め、活動してきました。
8月 1日 に行われました吹奏楽コ

ンクール地区大会では金賞を受賞
し、 6年 ぶ りの県大会出場を果たし

ました。

8月 24日 のマーチングコンテス

ト、対戦相手は吹奏楽界で有名な強

豪校でした。私たちは 25名 で出場

し、対する相手校は4倍 の 110名

です。本番ギリギリまで体育館近 く
の広場で練習をし、自分たちのでき

る精一杯の演奏演技をしました。そ

の結果、銀賞を獲得。埼玉県吹奏楽

連盟の規定により、本庄高校が昨年
に引き続き、 2年 連続で埼玉県の代

表に選ばれました。

吹奏楽部は本当に多くの皆様に支

えていただいております。とりわけ

同窓会の皆様からは、多大なるご支

援をいただいており、感謝の思いで
いっぱいです。西関東大会という大

舞台では本高サウンドを会場中に響
かせてまいります。

Ｒ
太

ぶ

代

に代

甥ぶ

内科 ・小児科 ・消化器科

富 沢  医
同窓会顧問 富沢 峰 雄 (高 18回 卒)
〒367-0053 本 庄市中央1-1-3
TEL 0495-22-2270
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広がる本高同窓会の輪
高39回卒 第 3回 学年同窓会

『50歳の集い』
代表幹事 高 橋 大 介

8月 11日 (土)の 15時から埼玉グランドホテル本庄

にて、高39回卒 (昭和62年3月卒業)の 第3回学年同窓

会 『50歳の集い』を開催いたしました。10年振 りの開

催でしたが、75名の参加があり、本高での思い出を語

り合うとても素晴らしい同窓会となりました。

出欠返信ハガキに記載された近況コメント

を転記した記念冊子を発行し、同窓会に欠席

された仲間の情報共有も出来、皆さんに大好

評でした 1

そして、2022年の本高創立百周年事業にお

役に立てればと、同窓生で募金をし、本庄高

校同窓会へ寄付 (写真=2ペ ージ)さ せてい

ただきました。

次回は2023年に 『55歳の集い』を計画して

おりますので、お楽しみに 1

連絡先///高橋 大介  080-3690-8440

第 2回 同窓会ゴルフコンペを開催

日 時

会 場

参加費

プレー費

競技方法

使用テイー

参加者 (lo組40人)募 集
11月 12日 (月)集  合  午 前8時 30分

スタート午前9時 06分

玉村ゴルフ場 T E L 0270-65-5580

2,000円鸞
県佐波郡玉村町角渕 側 0側

塩ト
` 沖

1レ ギュラーテイー 70歳 までの男性および希望者
2シ エアテイー   71歳 ～ 80歳 までの男性
3レ ディステイー  女 性および 81歳 以上の男性

表彰式  プ レー終了後 2階 レストランにて

表彰方法 賞 金方式

優勝 ・2・ 3・ 4・ 5。 7・ 10。 12・ 15。 20・

35・ BB・ BM・ NP・ DC・ 会長賞

申込み (以下t役 員にお申込みください)

茂木秀夫 TEL0495-21-6577 FAX同 左

斉藤勝次 TEL0495-33-0173 FAX同 左

柿木左近 TEL048-587-4114  FAX048-587-4113

長沼 章  TEL080-2201-8884 FAX0495-21-5157

【第1回同窓会ゴルフコンペ成績】
開催日 平 成 29年 11月 17日 (金)

会 場  藤 岡ゴルフクラブ

〈成 績 〉 優  勝  関 根 道 篤 (高19回卒)

準優勝 飯 塚 弘 志 (高43回 卒)
3 位  飯 田 健 次 (高19回卒)

6,950円 (昼食代、カート代含む)

新ペリア方式

笠原仲雄税理士事務所

税理士 笠 原   仲 雄  (高 17回 卒)

〒 370-0862 群 馬県高崎市片岡町 1-8-17

TEL 027--325-1447

FAX 027--322-3102

∞

同窓会プラン

本高卒業生限定考ン
6″000円 儲濁～

〔ビユツフエ又はコース料理8品十基本フリードリンク十ワイン〕※10名様以上

高39回卒 高 橋大介(埼玉グランドホテル本庄総支配人)

四神思想の墓、耐震施工

仏石、墓地工事、石塀、建築石張、石材販売

◎柿不石材8
四代目 村 3ラ末  左 :〕近 (高 16回 卒)

〒 366-0001深 谷市中瀬 682-1
TEL 048-587-4114
F

給排水衛生空調換気設備工事

長沼設備工業株式会社
長沼 章 (高25回卒)長 沼 豊 (高31回豹

中嶋祥光 (高41回卒)長 沼 克 (高56回卒)

〒 367-0047  本 庄市前原 2-3-18
TEL 0495-24-2434
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【女
１０
】
久
保
　
力
矢

【女
１１
】
清
水
八
重
子

【女
１７
】
須
藤
　
静
江

【女
２３
】
真
下
佳
子

【高
３
】
松
野
　
公

【高
４
】
丸
山
　
中
子

【高
５
】
飯
塚
　
隆

【高
６
】
田
所
　
妙
子

【高
７
】
山
下
　
良
雄

末
柄
　
久
子

【高
８
】
鳥
羽
　
清

黒
澤
　
俊
彦

小
林
　
茂

害
同ｎ
臣
星
月
百
合
子

【高
１０
】
小
板
橋
信
子

【高
１２
】
今
井
　
均

【高
１３
】
大
塚
美
代
子

【高
１４
】
新
井
　
正
子

【高
１５
】
中
石
カ
ズ
子

【高
１６
】
桜
井
よ
し
子

高
橋
　
信
武

【高
１７
】
長
嶋
美
智
子

【高
１８
】
真
杉
美
紀
子

小
高
　
隆
雄

【高
１９
王
剛
原
　
茂

【高
２。
】
鳥
羽
　
秀
行
　
境
野
　
光
行

塚
田
　
清
子
　
鈴
木
　
輝

【高
２‐
】
野
沢
　
つ
や
子

【高
２２
】
逸
見
富
美
子
　
鳥
羽
ま
す
み

【高
２３
】
原
　
晃
美
　
　
加
川
　
一泉
子

細
野
　
辰
夫
　
内
田
美
由
喜

【高
２４
】
谷
　
　
徹
　
　
　
　
ィ

【高
２５
】
金
井
　
明
美
　
須
藤
　
義
純

須
藤
　
信
子
　
飯
島
　
清
子

【高
２６
】
持
田
　
裕
　
　
一戸
谷
　
英
治

神
成
　
仲
子

【高
２８
】
相
見
　
和
弘
　
吉
村
　
善
也

【高
３。
】
小
林
　
哲
也
　
八
木
　
敦
美

佐
藤
　
進
空
一　
久
保
田
礼
子

【高
３‐
】
坂
本
　
久
　
　
岡
田
　
智
子

斉
藤
　
文
彦
　
松
崎
　
光
浩

澤
野
　
高
雄

【高
３３
】
岡
田
　
公
明
　
小
林
　
絵
美

【高
３４
】
丸
山
　
英
子
　
一戸
谷
　
守

【高
３５
】
澤
田
ひ
る
み
　
小
茂
田
亮
次

【高
３６
】
清
水
　
正
樹

【高
３７
】
高
柳
　
秀

一

泉
山
　
貞
子

丸
山
　
隆
夫

井
古
田
仁
司

水
野
　
照
子

松
本
　
敏
子

福
田
　
秀
子

中
神
　
威
夫

宮
崎
　
道庁
子

須
賀
し
げ
子

坂
本
　
和
子

名
取
　
桂
子

同窓会の基礎財源は終身会費 (1万 円)

です。この会費は、同窓会の運営のほか

現役生徒のクラブ活動や学業支援に活用

されています。終身会費がまだ未納の方

は同封の振込用紙でゆうちょ銀行窓口で

のお振り込みをお願いします。

加入者名 埼 玉県立本庄高等学校同窓会

回座番号 00140-6-694351
(ゆうちょ銀行)
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acebook      l柏 陵会 (埼玉縣立本庄高等學校同窓会)

平成30年 3月 31日

(単位 :円)

平成 29年 度収支決算督【高
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支出の部 (単位 :円)

収入の部合計(49690,056円)一支出の部合計(3,897,189円)=

792,867円(翌年度へ繰越し)

定期預金 10,000,000円

平成30年3月31日現在 終 身会費納入者 6,437名
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科  目 予算額 決算額 比較増減額

入  会  金 710,000 706,000 △ 4,000

終 身 会 費 1,400,000 1,470,000 70,000

寄  付  金 100,000 7,000 △ 93,000

広 告 掲 載 料 250,000 100,000 △ 150,000

繰  入  金 1,259,779 1,409,621 149,842

雑  収  入 19,803 16,017 △ 3,786

繰  越  金 981,418 981,418

合  計 4,721,000 4,690,056 △ 30.944

科  目 予算額 決算額 残 額

総  会  費 100,000 34,807 65,193

組 織 編 成 費 150,000 223,503 △ 73.503

会 報 発 行 費 3,000,000 2,963,942 36,058

記 念 品 費 355,000 324,760 30,240

母 校 助 成 金 100,000 100,000

会  議  費 50,000 17,414 32,586

後  援  費 700,000 250,000 450,000

事 務 雑 費 100,000 82,763 17,237

予  備  費 166,000 166,000

合  計 4,721,000 3,897,189 823,811

総含妻会場

○刃 n
常務取締役 赤岩迪子

(高 14回卒)

支配人 志塚照義
(高42回卒)

五洲園グループ
相談役 萩原達夫
(高22回 卒)

t~r会ご予的専用ダイヤル

TEL80495‐ 22‐5225

〒367‐0021埼玉舞本庄市東●42‐5

GOSHUENグ ループ/アメイジンググレイス本庄、アメイジンググレイス前橋
五州園、五州園ケータリング事業部


